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製品コード                 K28076           ・K28077 

型               式     MRG1560・MRG1860 
 

製品コード                 K28078           ・K28079 

型               式     MRG2160・MRG2460 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

部品ご注文の際は、ネームプレートをお確かめの上、 

部品供給型式を必ずご連絡下さい。 
 

“必読”機械の使用前には必ず読んでください。 
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安全に関する警告について 
 

 本機には、 付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。警

告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 

            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる 

            ものを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあるものを 

            示します。 
 

 

    

 
 
 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。 

 安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 
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 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 

 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用くだ

さい。 

 

作 業 前 に 

 

 

 

 注意 

  

  扱説明書を製品に近接して保存していないため、 

  自分の判断だけで対処すると思わぬ事故を起こ 

  し、ケガをする事があります。 

  取扱説明書は分からない事があった時にすぐに 

  取り出せるよう、製品に近接して保存してくだ 

  さい。 
 

 

 

 注意 

  

  や取扱要領の不十分な理解のまま作業すると、 

  思わぬ事故を起こす事があります。 

  作業を始める時は、製品に貼付している警告ラ 

  ベル、取扱説明書に記載されている安全上の注 

  意事項、取扱要領を十分に理解してから行って 

  ください。 
 

 

 

 警告 

  

  運転すると、思わぬ事故を起こす事があります。 

  次の場合は、運転しないでください。 
  

□  過労、病気、薬物の影響、その他の理由に 

 より作業に集中できない時。 

□  酒を飲んだ時。 

□  機械操作が未熟な人。 

□  妊娠している時。 
 

 

 

 警告 

 い服装で機械を操作すると、衣服 

  の一部が機械に巻き込まれ、死亡を含む傷害を 

  まねく事があります。 

  次に示す服装で作業してください。 
  

□  袖や裾は、だぶつきのないものを着用する。 
 

 
□  ズボンや上着は、だぶつきのないものを着 

  用する。 

□  ヘルメットを着用する。 

□  はちまき、首巻きタオル、腰タオルなどは 

 しない。 
 

 

 

 警告 

  

  いる安全上の注意事項や取扱要領が分からない 

  ため、思わぬ事故を起こす事があります。 

  取扱い方法をよく説明し、取扱説明書を渡して 

  使用前にはよく読むように指導してください。 
 

 

 

 注意 

  

・ 部品などを取り付けて運転すると、機械の破 

  損や傷害事故をまねく事があります。 

  機械の改造はしないでください。 

  アタッチメントは、当社指定製品を使用してく 

  ださい。 

  部品交換する時は、当社が指定するものを使用 

  してください。 
 

 

 

 注意 

  

  ねく事があります。 

  作業を始める前には、取扱説明書に基づき点検 

  を行ってください。 
 

 

 

 警告 

  

  プに立ったまま行うと、緊急事態への対処がで 

  きず、運転者はもちろん周囲にいる人がケガを 

  する事があります。 

  運転席に座り、周囲の安全を確認してから行っ 

  てください。 

  

  (中立)にして行わないと、変速機が接続状態に 

  なっているため、トラクタが暴走し思わぬ事故 

  を起こす事があります。 

  主変速レバーを「Ｎ」(中立)にして行ってくだ 

  さい。 

 エンジンを始動する時、作業機を下限まで降ろ 

  して行わないと、不意に降下または上昇して、 

  周囲にいる人がケガをする事があります。 

  作業機を下限まで降ろして行ってください。 
 

 

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

エンジン始動・発進する時は 

始業点検の励行 
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  り、運転者が振り落とされたり、周囲の人を巻 

  き込んだり、思わぬ事故を起こす事があります。 

  周囲の安全を確認し、ゆっくりと発進してくだ 

  さい。 

  

  事があります。 

  窓、戸などを開け、十分に換気してください。 
 

 

 

 警告 

 3点リンクに作業機を着脱するため 

  にトラクタを移動させる時、トラクタと作業機 

  の間に人がいると、挟まれてケガをする事があ 

  ります。 

  トラクタと作業機の間に人を近づけないでくだ 

  さい。 

 注意 

  

   地または軟弱地などで行うと、トラクタが不意 

   に動き出し、思わぬ事故を起こす事があります。 

   平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

 が軽く 

  なり、操縦が不安定となって、思わぬ事故をま 

  ねく事があります。 

  トラクタへフロントウエイトを取り付け、バラ 

  ンスを取ってください。 
 

 

 

 注意 

  

  道路運送車輌法に違反します。 

  トラクタに作業機を連結しての走行はしないで 

  ください。 
 

 

 

 危険 

  

   左右連結されていないと、片ブレーキになり、 

   トラクタが左右に振られ横転などが起こり、思 

   わぬ事故をまねく事があります。 

   ほ場での特殊作業以外は、ブレーキペダルは左 

   右連結して使用してください。 

 警告 

  

   タから転落したり、運転操作の妨げになって、 

   緊急事態への対処ができず、同乗者はもちろん、 

   周囲の人および運転者自身がケガをする事があ 

   ります。 

  トラクタには、運転者以外の人は乗せないでく 

  ださい。 
 

 
  

  れたり、周囲の人を巻き込んだり、思わぬ事故 

  を起こす事があります。 

  急制動・急旋回はしないでください。 

  

  転倒あるいは転落事故を起こす事があります。 

  低速走行してください。 

  

  くれるため、周囲の人に接触しケガをさせたり、 

  対向物・傷害物に衝突しケガをする事がありま 

  す。周囲の人や対向物・障害物との間に十分な 

  間隔を保ってください。 

  

  を走行すると転落事故を起こす事があります。 

  路肩は走行しないでください。 

  

   トラクタが転倒あるいは横転し、ケガをする事 

  があります。 

  あゆみ板を使用してください。 

  

  る事があります。 

  また，物を載せて走行すると、落下し、周囲の 

  人へケガを負わせる事があります。 

  作業機の上には、人や物などはのせないでくだ 

  さい。 
 

 

 

作 業 中 は 

 

 

 

 警告 

  

  巻き込まれ、ケガをする事があります。 

  周囲に人を近づけないでください。 

  

  る事があります。 

  また、物を載せて作業すると、落下し、周囲の 

  人へケガを負わせる事があります。 

  作業機の上には、人や物などはのせないでくだ 

  さい。 

  

  周囲の人への危険回避などができず、思わぬ事 

  故を起こす事があります。 

  前方や周囲へ、十分に注意を払いながら運転し 

  てください。 

  

  故を起こす事があります。 

  しっかりとハンドルを握って運転してください。 

  

  より中毒になる事があります。 

  窓、戸などを開け、十分に換気をしてください。 
 

エンジン始動・発進する時は 

移動走行する時は 

作業する時は 

公道走行時は作業機の装着禁止 

作業機を着脱する時は 
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 警告 

  

   駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ事故を 

  起こす事があります。 

  平坦で安定した場所に駐車し、トラクタのエン 

  ジンをとめ、駐車ブレーキをかけて暴走を防い 

  でください。 

  

  しておくと、第三者の不注意により不意に降下 

  し、ケガをする事があります。 

  下限まで降ろしてからトラクタを離れてくださ 

  い。 
 

 

 

作業中が終わったら 

 

 

 

 注意 

  

  などが放置され、次の作業時トラブルを起こし 

  たり、ケガをする事があります。 

  作業が終わったら、取扱説明書に基づき点検を 

  行ってください。 

 ３点リンクで作業機を持ち上げて点検・調整を 

  行う時、第三者の不注意により、不意に降下し、 

  ケガをする事があります。 

  トラクタ３点リンクの油圧回路をロックして行 

  ってください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 注意 

  

  破損やケガをする事があります。 

  取扱説明書に基づき行ってください。 

  

  ラクタや作業機が不意に動き出して、思わぬケ 

  ガをする事があります。 

  平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

 ３点リンクで作業機を持ち上げて点検・調整を 

  行う時、第三者の不注意により、不意に降下し 

  ケガをする事があります。 

  トラクタ３点リンクの油圧回路をロックして行 

   ってください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラクタから離れる時は 不調処置・点検・整備をする時 

終業点検の励行 
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 適切な装着で安全な作業をしましょう。 

 

１ 各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ トラクタへの装着 
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２ 適応トラクタの範囲 

 

 本製品は、適切なトラクタとの装着により的確に性

能を発揮できるように設計されています。 

 不適切なトラクタとの装着によっては本製品の耐久

性に著しく影響を及ぼしたり、トラクタの運転操作に

著しい悪影響を及ぼすことがあります。 

 この製品の適応トラクタは次のとおりです。 
 

型  式 適応トラクタ 

ＭＲＧ１５６０ 
１１～２２ ｋＷ 

（１５～３０ ＰＳ） 

ＭＲＧ１８６０ 
１５～２９．５ ｋＷ 

（２０～４０ ＰＳ） 

ＭＲＧ２１６０ 
２２～４４ ｋＷ 

（３０～６０ ＰＳ） 

ＭＲＧ２４６０ 
２９．５～５９ ｋＷ 

（４０～８０ ＰＳ） 
 
 本製品の適応トラクタより小さなトラクタで使用す

ると、負荷に対し十分なパワーがでないことがあります。 

  逆に、適応トラクタよりも大きなトラクタでのご使

用は、本作業機の破損の原因になることがあります。 

 

３ 組立部品 

 

１．解     梱 

  梱包枠に固定している部品をほどいてください。 

２．組立部品の明細 

  梱包に同梱されている梱包明細に基づき、必要部 

 品が揃っているか確認してください。 

３．組     立 

  各部品の組立に必要なボルト、ナット類は、梱包 

 明細の符号を参照してください。 
 

４  オプション 
 
  コンクリートやアスファルト路面での障害物（マン

ホール，下水溝のふた等）の接触による破損を低減す

るため、スクレーパを用意しています。 

部品番号 部品名称 備考 

1506300000 スクレーパASY ; 1.5 MRG1560用(片側分) 

1506310000 スクレーパASY ; 1.8 MRG1860用(片側分) 

1226041000 スクレーパASY ; 2.1 MRG2160用(片側分) 

1226051000 スクレーパASY ; 2.4 MRG2460用(片側分) 

 

１．スクレーパの取付要領 

（１）サラボルト；Ｍ１２×４０をはずし、エッジを

取りはずしてください。 

（２）スクレーパをブレードとエッジの間にはさみ、

サラボルト；Ｍ１２×７０で固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ トラクタへの装着 
 
１．３点リンクへの連結 
 

 

 

 

 にトラクタを移動させる時、トラクタと作業機 

 の間に人がいると、挟まれてケガをする事があ 

 ります。 

 トラクタと作業機の間に人を近づけないでくだ 

 さい。 

 

 

 

  地または軟弱地などで行うと、トラクタが不意 

  に動き出し、思わぬ事故を起こす事があります。 

 平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
 
（１）トラクタのエンジンを始動して、トラクタロワ 

  ーリンク先端部と作業機の左右のロワーリンクピ 

  ンの位置が合うまで後進して、トラクタをとめて 

  ください。エンジンをとめ、駐車ブレーキをかけ

てください。 

（２）左のロワーリンクを連結し、抜けどめにトラク 

  タに付いているリンチピンをロワーリンクピンに 

  差してください。次に、右のロワーリンクも同順 

で行ってください。 

（３）左右のロワーリンクが同じ高さになるように、 

  トラクタ右側のアジャストスクリューで調整して 

  ください。 

（４）トラクタロワーリンクの幅が狭い場合は、ロワ 

  ーリンクピンを内向きで使用してください。 

（５）トップリンクを取り付けます。 

   トップリンクの長さは、トップリンクピンに遊 

  びがある状態にします。 

（６）トラクタ中心に作業機中心がおおよそ一致する 

  位置に、チェックチェーンでセットし、作業機の 

  横振れをなくしてください。 

（７）スタンドを上げ、デルタピンで固定してくださ 

  い。 

  警 告  

  注 意 
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 機械を調子よく長持ちさせるため、作業前に必ず行いましょう 

 

１  運転前の点検 

 

１． トラクタ各部の点検 

  トラクタの取扱説明書に基づき点検を行ってく 

 ださい。 
 
２． 連結部の点検 

（１）３点リンクと３点フレームの連結部点検 

① ロワーリンクピン・トップリンクピンのリンチ 

  ピンまたはベータピンは確実に挿入されているか。 

  ② チェックチェーンは張られているか。 

③ 不具合が見つかった時は､「1-5-1 ３点リンク 

 への連結」の説明に基づき不具合を解消してくだ 

 さい。 

 

 

２  エンジン始動での点検 

 

１． トラクタ油圧系統の点検 

  トラクタ油圧を操作し、３点リンクを上昇し、作 

 業機を持ち上げた状態で、降下がなければ異常はあ 

 りません。 

トラクタ油圧系統などに異常がある時は、トラク 

 タ販売店にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

３  給油箇所一覧表 

 

○給油、塗布するオイルは、清浄なものを使用してください。 

○グリースを給脂する場合、適量とは古いグリースが排出され新しいグリースが出るまでです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ． 給 油 場 所 個 所 潤 滑 油 の 種 類 交換時間 量 備  考 

１ ブレード支点 １ ※ 集中給油グリース4種；2号 使用ごと 適量 グリースニップル 

２ ロックピン １  注油 〃 〃  

 

※ ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー エポネックスＳＲ Ｎｏ.２」又は相当品をお使いください。 

 

２ 運転を始める前の点検 

 



 

- １０ - 

  

 

 

 

安全を確認して慎重に作業してください。 

 

１  作業対象の範囲 

 

 １．ほ場の均平 

 ２．苗床の造成 

 ３．農道の整備 

 ４．畜舎での糞出し 

 ５．除雪作業 
 

 

２  各部の調整 

 

１．前後の傾斜角 

  通常ブレードの前後の傾斜角は機体を横から見て 

 メインフレームを水平にした状態で使用しますが、 

作業条件により、傾斜させる場合は、トップリンク 

を伸縮させて行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
２．ブレード角 

  ブレード角度は５段階に調整できます。まず、フ

レームに付いているロックピンを引き上げ回転させ、

ロックを解除します。   

次にブレードを希望する角度まで動かし、再度ロ

ックピンを挿入して固定することで調整します。 

  最後に、プレートの調整穴にロックピンが入って

いることを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 作業の仕方 

 

 

 



 

- １１ - 

 

 
 
 

長持ちさせるために、手入れは必ずしましょう。 

 

１ 作業後の手入れ 

 

１．ボルト、ナット、ピン類の緩み、脱落がないか。 

 又、破損部品がないか確認してください。 

  異常があれば、ボルトの増締め、部品の交換をし 

 てください。 

２． 塗装されていない露出部は、さびを防ぐためグリ 

 ースを塗布してください。 

 
 

２ 長期格納する時 

 

１．機械各部の清掃をしてください。 

２．摩耗した部品、破損した部品は交換してください。 

３．塗装損傷部を補修塗装、または、油を塗布し、さ 

 びの発生を防いでください。 

４．格納は風通しの良い屋内に保管してください。 

 

 

 

 
 
 

 調子よく作業するために、定期的に行いましょう。 

 機械の整備不良による事故などを未然に防ぐために、「点検整備一覧表」に基づき、各部の点検整備を行い、機械

を最良の状態で、安心して作業が行えるようにしてください 
 

 

１ 点検整備一覧表 

 

 

 

時    間 項       目 処       置 

新品使用１時間 全ボルト・ナットのゆるみ 増し締め 

使  用  毎 

（始業終業点検） 

機械の清掃  

部品脱落・破損部 補充、交換 

各部のボルト・ナットの緩み 増し締め 

シーズン終了後 

各部の破損、摩耗 早めの部品交換 

各部の清掃  

塗装損傷部 塗装または油塗布 
 

 

２ 消 耗 部 品 

 

エッジは、消耗部品です。上下面で使うことができますので片側が摩耗した場合、逆向きに組み替えて使用してください。 

 

型 式 部 品 番 号 部 品 名 称 個 数 

MRG1560 1210940004 エッジ；７６０ 4 

MRG1860 1210950004 エッジ；９１５ 4 

MRG2160 1210940004 エッジ；７６０ 4 

1210930004 エッジ；６１０ 2 

MRG2460 1210950004 エッジ；９１５ 4 

1210930004 エッジ；６１０ 2 

４ 作業が終わったら 

５ 点検と整備について 



 

- １２ - 
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- １４ - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

- １５ - 

 

調 整 Ｓ－１７０９２５Ｅ 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆．２９．０９．１０Ｓ ○Ｗ  

 


